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韓国語の相づち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郭・末任

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1996・12・7　発表）
1はじめに
　本研究は韓国語の会話の中に挿入される相づちの機能を明らかにするための基

礎的な研究である。日本語の相づちと比較しながら以下次の項目について具体的

に分折・考察した。

　・韓日相づちの頻度に差はあるか

　・韓日の相づちの表現はどう違うか

　・韓日の桓つちの機能に違いは見られるか

　・違いの原因はなにか

2　研究方法
　被験者：　日本語を学習したことがない韓国人。女性。2e－30代。初対面、　IO人

　テーマ：　「興味あることについて」

　時間　：　20分（前・後5分を除いて、中の10分を分析の対象とした。）

　データ収集方法：2人ずつ5組の会話をテープ録音、ビデオ録画、

　　　　　　　　　修了後、フォローアップインタビュー。

3　対象とした相づち

　聞き手が、話し手の発話の進行を促したり助けたり捕ったりするための表現、

形態的には、ハイ、エエ、アア、ソウデスカ、ナルポドなどの相づち詞を中心に

した発話を分析の対象とした。日本語の相づちの分類を基礎として韓国語の相づ

ちを分析した。

4　分析と考察

1）　頻度
　　　今回の資料の相づちの1分当たりの頻度は2．5回で、日本語（IT回）の7分

　　の1ぐらいであった。これは逆に言えば、韓国人の方が日本人より黙って聞

　　いている時間が長いと言える。

2）　種類
（1）今回の資料で見られたものだけでも、　「司」　（はい）、　「ユeH」　（そう）

　　など22の相づちの種類が使われた。　日本語には43種類ぐらいあると言わ
　れている。今回の資料は彼験者を女性・20－・3e代・初対面・自由会話と限定し

　たので、実際の種類よりは少ないと考えられる。

　（2）今回の資料では全2fi　5回の相づちが使われた。その中でも「’aj1，暑」の
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　　「はい」が206回で、全体の7L姥であった。日本語でも最も多かったのは

　　rハイ」（31．3％）であるが、韓国語には回1，暑」　（はい）の頻度が全相づちの

　IT．4　＄．も占めているのを見ると、日本語に比べ、2倍以上の頻度となってい

　る。この結果の背景には、相手の話は黙って聞くものだという意識が反映さ

　れているのではないかと思われる。ただし「ハイ」という相づちが他の相づ

　ちに比べ飛び抜けて高い頻度で使われるのを見ると、相手に話を促す簡潔な

　相づちは多用するが、長い相づちを挟んで、相手の話を妨げるのを控えると

　いう意識があると思われるが、この点については今後具体的な検証が必要で

　ある。

3）　機能からみた韓日の比較

　（D　　韓国語の相づちには、賛同・納得した時打つのと、反対・否定する時

　　打つ相づちが区別されている。　　　’

　　　日本語の相づちは、イントネーションの違いと使用される場合により、幅

　の広い意味を表すことがしばしば見られる。具体的には、堀口によると、

　　「ソウデスカ」　「フーン」　「ソオオ」という相づちが、場合によってr情報

　の了解」から「暖昧な同意」ひいては、　「否定的な気持ちや疑い」まで示

　すということである。しかし、韓国語にはこのような相づちの機能は見られ

　なかった・具体的に見ると、賛成・同意には「Pt1　」（はい）　「ユ剛　」
　　（そう）　「ユ朗且」（そうです）などが・不同意・疑いを示すには「。n・J｝（’e　il，

　　f9笥lu．，．urD】であった。　「そう」「そうです」などが、’イントネーションが

　　変わることによって不同意・疑いを示した例は今回は見られなかったし、

　一般にもほとんど使わないと言える。逆に・不同意・疑いを示すf・ll。12ユT・」

　が、イントネーションが変わっても、賛成・同意の意味には使われないと言

　える。

（2）　韓国語の相づちには暖昧な同意を示す相づちは見られなかった。むしろ

　　同意かどうかを強調する表現が使われている。その例として

　・「ユufiユeHユlj　C｝ユ司L（そう、そう、そうよ、そう）のように同意する場合に

　は「そう」を4回も使って、強く自分の意図を伝えようとする。

　・また「ソウデショウ」　「ソウ」　「ソウデス」などに相当するのは、今回の

　資料に7種類も出現し、その中でもrハイ」がその前につけられたのが4
　種類も見られた。っまり「・ll　，ユillla」　（はい、そうです）のような形であ

　る。これは「そうです」より強い同意の表現である。

　・次に「州，　繋。｝．9．」　の例が挙げられる。日本語で直訳すると「はい、

　合ってます」に当たると言える。　「　bll，ユ州皇　」　（はい、そうです）と

　　「et1　，巽斗ユ」（はい、合ってます）は同じ機能として使われるが、　「°鑓、鷲。｝a

　　　Jのほうがもっと強い同意を表している。以上はっきりした同意を示す
　例を見た。逆に言えば、暖昧な表現はあまり使わないと言える。

（3）韓国では一般的に、年上の人の話は黙って聞くのが礼儀だと言われて

　　いるが、今回の資料には、この論は当てはまらなかった。目下・目上
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　による頻度の差は見られなかった。しかし相づちの表現による待遇性は

　はっきり見られた。

（4）　音だけで感情をストレートに表す相づちが多く見られた。

　　例えば、k1：結婚したら仕事を続けるつもり　　　　　大変だよね。

　　　　　　k2：　　　　　　　　　　　「＄｝’ha」
　　である。ここで「6｝」【hajは、　「いま結婚していない状態でも仕事がこん

　　なに大変なのに、結婚してやっていくということは、とってもじゃないけ

　　ど大変だよ」の意図を表している。k1は、　「8｝」という一言でk2の言

　　おうとしていることを理解し「大変だよね」と言っている。　「8｝」は本来

　　はため息をつくような音でしかないのだが、ここでは、その音だけで「仕

　　事が大変だ」という、話者の感情が現れている。

　　今回の資料に6種類見られ、　10人中8人が使用していた。韓国語には意
　　味のない音だけで感情表現ができる相づちがあるが、韓国語を学習する者

　　には理解が難しいと考えられる。

5　まとめ
　以上「相づち」という言葉の概念においては、両言語とも表面的には似て

いるが、使用者の意識や機能という面では大きく違いが見られた。このような、

韓国語と日本語の相づちの違いを意識することによって、日本人の韓国語学習者

韓国人の日本語学習者の理解が促進できると考えられる。
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